
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す

町
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、
い
ち
早
く
住
民
の
皆
さ
ま
へ
正

確
な
情
報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
新
た
な
緊
急
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
平
成
24
年
４
月
か
ら
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報

の
伝
達
は
、
主
に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
光
電
話
の
普
及
な
ど
情
報
伝

達
基
盤
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
平
成
23

年
１
月
末
の
同
通
信
の
加
入
率
は
23
・

31
％
（
加
入
世
帯
数
１
、３
８
８
世
帯
）ま

で
減
少
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
に
関

わ
る
災
害
時
の
緊
急
情
報
の
伝
達
に
支
障

を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
を

住
民
全
体
に
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
の
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
当
町
に
お
け

る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）火
山
の
噴
火
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
正
確
な
災
害
情
報
や
状
況
に
応

じ
て
避
難
勧
告
等
を
一
刻
も
早
く
地
域
住

　

導
入
シ
ス
テ
ム
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

緊
急
告
知
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
が
示
し

た
シ
ス
テ
ム
の
趣
旨
に
則
り
、
電
波
を
利

用
し
た
一
斉
同
報
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
か
つ
、
県
内
外
で
導
入
実
績
の
あ

る
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
及
び
経

費
等
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

民
に
伝
達
す
る
こ
と
が
、
被
害
を
な
く
す
、

も
し
く
は
最
小
化
す
る
た
め
に
最
も
有
効

な
手
段
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
手
段
と
し
て
、
役
場
か
ら
の
災
害

情
報
な
ど
を
地
域
に
設
置
し
た
屋
外
拡
声

ス
ピ
ー
カ
ー
施
設（
鉄
柱
等
に
ス
ピ
ー

カ
ー
が
付
け
ら
れ
た
設
備
）を
通
し
て
、

建
物
内
外
の
住
民
な
ど
に
対
し
、
一
斉
に
、

迅
速
か
つ
確
実
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
防
災
行
政
無
線
を
、
全
国
の
市
町
村
の

76
・
６
％
（
１
、３
４
１
／
１
、７
５
０
市

町
村
：
平
成
22
年
３
月
末
）が
導
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
野
県
内
の
整
備
状
況
は
、

77
の
全
市
町
村
中
、
近
隣
の
佐
久
市
、
小

諸
市
、
軽
井
沢
町
を
含
む
83
・
１
％
の
64

市
町
村
が
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
防
災
行
政
無
線
は
、
全

国
の
圧
倒
的
多
数
の
市
町
村
に
す
で
に
導

入
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

（
２
）国
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律（
国
民
保
護
法
）の
施
行
を
背
景
と
し
て
、

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
地
方
自
治
体
や
地
域

度
中
に
整
え
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
防
災
無
線
は
、
災
害
対
応

の
み
な
ら
ず
、
国
民
保
護
の
観
点
か
ら
も
、

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

住
民
な
ど
に
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
利

用
し
て
伝
達
す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 

）」の
整
備
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
等
を
受
信
で

き
る
体
制
を
全
地
方
自
治
体
が
平
成
22
年

１
．御
代
田
町
の
現
状

２
． 一
斉
同
報
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
必
要
性
と
国
・
長
野
県
の
状
況

３
．シ
ス
テ
ム
選
定
経
過

　

比
較
検
討
の
結
果
、
新
た
な
緊
急
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
す
る
シ
ス
テ

ム
は
、「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」が
最
適

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

【
選
定
の
主
な
理
由
】

○ 

災
害
弱
者
へ
の
個
別
情
報
発
信
が
行
え

る
機
能
を
備
え
て
い
る
。

○ 

国
が
推
奨
し
て
お
り
、
近
隣
市
町
に
お

い
て
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

消防庁

人工衛星
（SUPERBIRD B2）

都道府県庁舎

武力攻撃

事
態
の
覚
知

緊急事態
の発生

市町村庁舎

瞬時に
伝達

情報の
発信

同報系防災
行政無線の
自動起動

気象災害
防災行政無線に

よる住民への情報伝達

早期避難予防措置

・火山警報が発表されました！
・弾道ミサイル攻撃に関する情報です。

etc

J-ALARTは、火山警報、弾道ミサイル攻撃等の対処に時間的
余裕がない事態が発生した場合、国が市町村の同報系防災行政
無線等を経由して、国民に緊急情報を瞬時に伝達するものです。
このため、防災行政無線などが未整備市町村においては、国
から早急に整備を図ることが求められています。

↓
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町
で
は
、
新
た
な
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
前
述
の
と
お
り
、
防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
の
概
要
は
、
防
災
行
政
無
線
を
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
利
用
し
て
、
全
町

的
に
整
備
し
て
い
く
も
の
で
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
の
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
内
容
は
、
無
線
の
送
受
信

設
備
な
ど
施
設
の
心
臓
部
と
な
る
親
局
を

役
場
庁
舎
に
設
け
、
こ
の
親
局
か
ら
の
情

報
を
町
民
の
皆
さ
ま
へ
伝
達
す
る
設
備
と

し
て
、
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
施
設
を
町

内
全
域
で
68
ヵ
所
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

（
１
）非
常
通
信

• 

大
規
模
火
災
や
災
害
の
発
生
に
関
す
る
告
知

• 

大
規
模
災
害
発
生
時
の
避
難
勧
告
や
避

難
命
令
な
ど
の
告
知

• 

Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
緊
急
地
震
速
報
や

火
山
警
報
）な
ど　

（
２
）緊
急
通
信

• 

行
方
不
明
者
の
捜
査
協
力
依
頼

• 

突
発
的
な
断
水
・
停
電
の
告
知　

な
ど

（
３
）設
備
管
理
用
通
信

• 

設
備
が
故
障
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
試
験
通
信（
一
般
的
に
時
報
や

音
楽
を
定
時
に
流
し
ま
す
。
ま
た
、
下
校

時
の
注
意
喚
起
放
送
も
実
施
可
能
で
す
。）

• 

行
政
放
送（
選
挙
投
票
促
進
、
交
通
安

全
な
ど
）

※ 

防
災
行
政
無
線
で
は
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

で
昼
と
夜
に
行
っ
て
い
た
、「
お
知
ら

せ
放
送
」は
行
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に
よ
る「
お

知
ら
せ
放
送
」は
、当
面
の
間
継
続
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
町
か
ら
住

民
の
皆
さ
ま
へ
の
緊
急
情
報
等
を
伝
達
す

る
た
め
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ま
に
情
報
が
伝
達
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
気
象
条
件

に
よ
り
、
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
防
災
行
政
無

４
． 新
た
な
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
の
概
要

５
．防
災
行
政
無
線
で
行
う
放
送

６
．補
完
シ
ス
テ
ム
等

　

こ
の
親
局
と
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
施

設
の
間
は
、
電
波
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
よ
う
に
電
話
線
が
断

線
し
て
し
ま
う
と
情
報
伝
達
が
行
え
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
停

電
時
で
も
、
親
局
は
、
役
場
庁
舎
の
非
常

用
電
源
装
置
に
接
続
し
て
お
り
、
屋
外
拡

声
ス
ピ
ー
カ
ー
施
設
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を

備
え
、
約
１
日
は
放
送
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
施
設
は
、

お
お
む
ね
区
単
位
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

平
常
時
は
、
区
の
連
絡
放
送
な
ど
を
行
う

地
区
放
送
施
設
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

線
を
補
完
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｐ
Ｃ
・
携
帯
）、
Ｆ
Ｍ
放

送
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
に
加
え
、
携
帯
電
話

な
ど
へ
の
緊
急
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
に
つ

い
て
導
入
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
防
災
行
政
無
線
は
、
緊
急
情
報

伝
達
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

実
際
の
災
害
時
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

の
相
互
協
力
、
自
主
防
災
組
織
な
ど「
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
必
要
で
す
。

　

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
身
近
な

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て
、

家
族
で
話
し
あ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課（
内
線
25
・
26
）

緊急告知放送
お知らせ放送

オフトーク通信
ホームページ

FM軽井沢
テレビ西軽

お知らせ放送

オフトーク通信
ホームページ

FM軽井沢
テレビ西軽

緊急告知放送

防災行政無線

ホームページ
オフトーク通信
FM軽井沢
テレビ西軽
メール

現在

今後

御代田町役場
公民館

御代田御代田
消防署消防署
御代田
消防署

公
衆
回
線

（
N
T
T
回
線
）

各地区へ電波で
送信・放送

A地区 B地区 C地区
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